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【連結損益計算書】

連結損益計算書です。

当社では、今年度の第１四半期決算から収益認識に関する会計基準等を
適用しており、本スライドにおいては前期の数字もそれに合わせて作成して
おります。

今年度、第2四半期の当社グループの
売上高は 2,869億円 前期比 39億円の 増収、
営業利益は 122億円 前期比 11億円の 増益 です。
経常利益は 132億円 前期比 12億円の 増益、
親会社株主に帰属する四半期純利益におきましても
前期から 13億円の 増益 となりました。
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【セグメント別 売上高・営業利益】

セグメント別の業績結果です。
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【連結営業利益の増減要因の内訳】

営業利益の増減要因です。

・乳製品セグメントは、
増益要因として、
ニュートリション事業の販売物量増などによる プラス ２億円。
減益要因として、
原材料コストの上昇で マイナス ３億円。
トータルでは、前期比 ２億円の 減益 となりました。

・飲料・デザート類セグメントは、
増益要因として、
学校給⾷用⽜乳の供給回復、機能性ヨーグルトの販売物量増などで プラス ２億円、
新商品「MBPドリンク」の発売などによる製品構成の改善で プラス １０億円。
減益要因としては、
宣伝促進費で マイナス ７億円などがあり、
トータルでは、前期比 ７億円の 増益 でした。

・飼料・種苗セグメントは、飼料事業の販売単価の上昇による プラス ４億円を
主因に、トータルで、前期比 ２億円の 増益 となりました。

全体では、前期比 １１億円の 増益 となりました。
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【連結貸借対照表】

連結貸借対照表です。

資産合計は 4,053億円 前期末比 67億円の増加です。
流動資産は、63億円 増加、
固定資産は、 ４億円 増加しました。

流動負債は、30億円 増加、
固定負債は、 ８億円 減少しました。

純資産は 2,027億円 前期末から 45億円増加しました。

なお、連結⾃⼰資本比率は 49.4％、
前期末比で 0.4ポイント 向上しました。
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【連結キャッシュ・フロー計算書】

キャッシュ・フローです。

営業活動によるキャッシュ・イン 186億円、
投資活動によるキャッシュ・アウト 109億円、
さらに財務活動によるキャッシュ・アウト 41億円の結果、
現預⾦残高は36億円増加しました。
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【2022年3月期 セグメント別予想の修正（通期）】

通期の予想におけるセグメント別の売上高、および営業利益の
修正についてです。

上期実績を踏まえ、通期を⾒通した結果、合計値の変更はしませんが、
各セグメントの売上高、営業利益の修正を⾏いました。

その内訳ですが、
飲料・デザート類セグメントは下⽅修正、
飼料・種苗セグメント、およびその他セグメントは上⽅修正しました。
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【連結営業利益の増減要因の内訳】

修正後の通期予想における営業利益の増減要因です。

・乳製品セグメントは、
増益要因として、
ナチュラルチーズの好調や、ニュートリション事業の販売物量増などによる
プラス １６億円、価格改定を⾏った油脂の販売単価差などで プラス ４億円。
減益要因として、
原材料コストの上昇で マイナス １１億円、
主として新工場の減価償却費による固定経費の増加で マイナス ８億円。
トータルでは、前期比 ７億円 の 減益 を⾒込んでいます。

・飲料・デザート類セグメントでは、
増益要因として、
学校給⾷用⽜乳の供給回復、
機能性ヨーグルトの販売物量増などで プラス ７億円、
新商品「MBPドリンク」の発売などによる製品構成の改善で プラス １７億円。
減益要因としては、
原材料コストの上昇で マイナス ７億円、宣伝促進費でマイナス ９億円 など
があり、トータルでは前期から １０億円の 増益 を⾒込んでいます。

・飼料・種苗セグメントは、飼料事業の販売単価の上昇による プラス ３億円に
対し、飼料基⾦負担⾦ などの固定経費の増加による マイナス ４億円があり、
トータルでは 前期並 となる⾒込みです。

全体では、前期比 ７億円の 増益 となる⾒込みです。
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【2022年3月期連結業績予想（通期）】

今年度通期の連結業績予想の合計値、および配当予想につきましては、
今年の５月１３日に公表した予想から変更はありません。
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